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まえがき
彼Bfl，インテリアファプリック，その他多くのil終繊
維!ll品は縫製によって構成される。そして経製の良否が
慰品の価低を決定する。
縫製品は伎問中にしばしば51張りによる縫自の滑脱を
生じ，いわゆる図引きの状態いとなって，縫目が破綾す
る以前IC外観的に使用IC耐えなくなる場合が少なくな
b、。
また縫自の滑脱によって総代端の絵糸が伸し出され，
いわゆる Yarnslippageが生じる。 Yarnslippageは
洗たくなどによるほつれの現段であり，乙れが過度IC:大
きいものは，縫代の減少，欠損により縫自の耐久性が低
下する乙とを示す。
乙のように縫自の滑脱は，縫自の美しさや耐久性2)な
ど縫製品の性能を左右するm:要な因子のーっと考えられ
る。
縫自の滑脱伝統カについては，ASTM3)および JISL 
1079化学繊維織物訟験方法制 rC:定められた測定法があ
る。すなわち，布素材と縫製品の荷重伸び線図について
0.5kg荷震における両者の伸びの差を繍正値とし，乙れ
に6..を加えた伸びを生じる時の縫製品の荷量をもって
純粋の滑り 6闘を生じるのに要する荷量と定めている。
また ASL 225)では，各種の縫製品について滑脱抵
抗荷量の段低値を定めている。
しかし， ζの測定法の理諭的な板拠Iまあまり明確には
されていない。
そこで本報告では，経自の滑脱が問題になりやすいガ
ラス織物と従来の有段フィラメント織物について，縫目
の滑脱低抗}と関する実験，検討を行ない，その理論的級
拠を明らかにする。
実 験
l鼠料
C 11 ) 
一般に縫自の滑脱が起りやすいといわれるガラス織物
3点と有機フィラメント織物3点をは料にとりあげた。
その諸元を表-11C:示す。ガラス線物Bはヨコ糸ICJレー
プ糸を混用したものである。
表-1
試 料|組織厚さ四区竺 陛竿(..)
I I c.) Iタテ|ヨコ|タテ !ヨ コ
ガラス織物A飛斜文 0.17 22 22 0.41 0.43 
一
" B飾斜子 0.46 12 14 0.43 0.66 0.39* 
一
" C平織 0.10 21 18 0.37 0.32 
一 一テピロン
フィラメント 平総 0.14 26 20 0.15 0.20 
織物
一一一ー 十ー一一一ーレー ヨン
フィラメント
織物
平総 0.13 40 27 0.14 0.11 
アセテ ト
フィラメント|平 織 0.17 4 29 0.15 0.18 
織物
* ループ糸
署長一 2 60番カタン糸の強伸度
事ld 引 掛
強 i力kg) 強(力~)I 伸 (~) 
0.98 10.3 1.49 12.0 
また，乙れらの試験片の縫製に用いたω番カタ ン糸の
引張および~It卦強伸皮を表- 2 1C示す。
乙の幼合，縫目の引張を想定してできるだけループ糸
長を短かくしたいと考え，試験長を10..とした。また引
張速度l孟3∞圃jminである。





